
まずは自社の課題について見つめてもらう会を開催。

講義を通じて、いま課題として感じていることを

あらためて見直すきっかけや手法を伝え、事業の好循環を生み出すための

ヒントにしてもらいながら、次ステップの相談依頼へと繋げます。

抱えている課題、本当にそこですか？

事例から知れば、見えてくる！
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例えば「長崎観光」の場合

課題

解決策

結果

主要観光地の魅力を伝える

既存の観光地を毎年
切り口を変えて伝える

長崎観光への関心が高まらない

「長崎のふつうは世間のふし
ぎ」として発信

長崎観光への関心が高まる

求める結果 長崎観光への関心を高めたい

魅力を発掘して
観光地にする

真の課題
発見の
お手伝い



長崎はとても魅力ある商品

夜景
カステラ

ちゃんぽん

グラバー

龍馬
おくんち

精霊流し

帆船

卓袱料理

丸山花街

出島

魚介類

ハタ揚げ

坂

眼鏡橋

寺町

ペーロン

平和公園

ランタン祭り



なのに観光客が減ってる



「そこにしかない体験」をつくる主要４要素

その街にしかない
施設・史跡
・体験・文化

おいしい食事
魅力的な
宿泊施設

思い出を持ち帰り
広めるお土産

観光とは、そこにしかない体験を目指して来る旅
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■これまでのプロモーション

長崎市も他の市町村と同じく「観光地やイベント、食の写真」を見せる手法で、

「知ってる」「もう行ったことがある」というイメージを払拭できていない。

6

従来の解決施策



長崎市イメージの固定化が起きている

課題

「１度でいい」「１泊でいい」と思っているため

距離の遠さというハードルを越えてまで来ようと思わない

長崎市は修学旅行などで訪れたことがあり、

距離も遠いので訪れたい優先順位が低い。

１度訪れただけでは、あるいは１泊だけでは

わからない長崎市ならではの魅力があるはず。



滞在日数・来訪頻度を増やすために

「そこにしかない体験」を増やす

１度（１泊）じゃ足りないほど多くの楽しみがある

また来たくなる（もう１泊したくなる）

いい噂（SNSとかで）が広まる

8

解決施策

固定化された長崎市イメージの払拭



長崎市民のみなさんに聞いてみよう

長崎市にしかない体験をたくさんしている



「そこにしかない体験」を増やすための、

「市民は普通だと思ってるけど、それ観光客には魅力的かもよネタ」探し

ケンミンショーのような、

長崎市に行かなければ体験できないことをどれだけ作れるか？

その元となる事実を発見するためのワークショップ

10

解決施策の準備：ワークショップの開催
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質問① 家でよく食べるものは？

質問② 長崎市ならではの習慣は？

質問③ よく行く市内のお店（場所）は？

質問④ 県外の人に教えたくない隠れ家的なおすすめ店は？

質問⑤ ④以外で県外の人にぜひ寄ってもらいたい場所orお店は？

質問⑥ 県外の人に体験してもらいたいほど魅力的な場所は？
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かにや ニッキーアースティン 浜康

カステラの端 老李 伊王島

若竹丸 bread A espresso 花火屋さん マツヤ万年筆病院

旅先でしか体験できないことはすべて観光地になれる



②発掘した魅力を含む新たな魅力の発信

（市外への観光プロモーション施策の実施）

長い間、固定化された魅力に、新たな魅力を加える。

①まだ知られていない魅力の発掘

（市民ワークショップの開催）

従来の魅力はストーリー化して知りたい気持ちを持たせ、

新たな魅力はアイディアを加えて発信力を持たせる。
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長崎市民にとっては当たり前のことではあるものの、

市外の人からしたら驚きをもって興味を持てるコトを切り口に、

長崎市ならではの魅力として紹介。

長崎市イメージの固定化を壊し、プロモーションワードとともに、

実際に長崎市に行って体験したいといった知的好奇心を掻き立てるプロモーションに。

市外の人へ向けた長崎市への興味喚起施策







広告にすると関心を持たれないので地元写真家の写真展として開催



■webふしぎ展



■webふしぎ展
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